
財務諸表に対する注記
令和 3年 3月31日現在

1　重要な会計方針

　(1)　固定資産の減価償却の方法

① 建物附属設備、構築物、什器備品

　　定額法または定率法によっている。

② リース資産

　　所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とする定額法によっている。

　(2)　引当金の計上基準

　　　① 退職給付引当金

　　　　　　　　職員の退職給付に備えるため、期末退職給与の会社都合要支給額に相当する額を計上している。

　　　② 賞与引当金

　　　　　　　　職員に対する賞与の支給に備えるため、支給見込み額のうち当期に帰属する額を計上している。

　(3)　消費税等の会計処理

　　消費税等の会計処理は税込方式によっている。

2　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は次のとおりである。

(単位：円)

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

基本財産積立預金 40,000,000 0 0 40,000,000

小計 40,000,000 0 0 40,000,000

特定資産

退職給付引当資産 41,834,156 3,503,916 14,065,764 31,272,308

特別企画事業積立資産 25,034,796 2,503 0 25,037,299

文化事業寄附積立資産 4,129,226 100,041 0 4,229,267

熊本地震復興５年事業準備資金 23,211,395 10,001,161 0 33,212,556

開館４０周年記念事業準備資金 5,000,000 15,000,000 0 20,000,000

小計 99,209,573 28,607,621 14,065,764 113,751,430

合計 139,209,573 28,607,621 14,065,764 153,751,430

3　基本財産及び特定資産の財源等の内訳

　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

(単位：円)

科目 当期末残高
(うち指定正味財産

からの充当額）
（うち一般正味財産

からの充当額）
（うち負債に対応する

額）

基本財産

基本財産積立預金 40,000,000 20,000,000 20,000,000 －

小計 40,000,000 20,000,000 20,000,000 －

特定資産

退職給付引当資産 31,272,308 0 0 31,272,308

特別企画事業積立資産 25,037,299 0 25,037,299 0

文化事業寄附積立資産 4,229,267 4,229,267 0 0

熊本地震復興５年事業準備資金 33,212,556 0 33,212,556 0

開館４０周年記念事業準備資金 20,000,000 0 20,000,000 0

小計 113,751,430 4,229,267 78,249,855 31,272,308

合計 153,751,430 24,229,267 98,249,855 31,272,308

4　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

(単位：円)

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

その他固定資産

建物付属設備 717,200 43,509 673,691

構築物 2,530,000 274,083 2,255,917

工具備品 83,470,156 75,876,084 7,594,072

リース資産 21,435,560 8,574,224 12,861,336

合計 108,152,916 84,767,900 23,385,016



5　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高

　　補助金等の内訳並びに交付者、当期の増減額及び残高は次のとおりである。

(単位：円)

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高
貸借対照表上の

記載区分

助成金

　受取団体助成金 文化庁ほか 0 7,178,301 0 7,178,301 一般正味財産

負担金

　受取市町村負担金 水俣市ほか 0 4,888,200 0 4,888,200 一般正味財産

合計 0 12,066,501 0 12,066,501

6　重要な後発事象

　(1)　該当事項はない。


